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本
書
は
、
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の

人
文
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
文
学
の
危
機

と
再
生
」（
平
成
二
六-

三
〇
年
、
早
稲
田
大
学
、
代
表
者
李
成
市
・

文
学
学
術
院
教
授
）
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日
に

早
稲
田
大
学
小
野
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
朝
河

貫
一
と
日
本
中
世
史
研
究
の
現
在
」
で
の
報
告
成
果
を
中
心
に
ま
と

め
た
論
集
で
あ
る
。
目
次
は
以
下
の
通
り
。

ま
え
が
き

第
１
部
　
日
欧
の
比
較
封
建
制
論
と
現
代

朝
河
貫
一
と
日
欧
比
較
封
建
制
論
―
「
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
「
封

建
社
会
の
性
質
」
草
稿
群
の
分
析
…
甚
野
尚
志

越
前
国
牛
原
荘
の
研
究
と
朝
河
貫
一
…
似
鳥
雄
一

第
２
部
　
朝
河
貫
一
の
中
世
史
像
と
歴
史
学
界

『
入
来
文
書
』
の
構
想
と
そ
の
史
学
史
上
の
位
置
―
日
欧
の
中
世

史
研
究
か
ら
み
て
…
佐
藤
雄
基

朝
河
貫
一
と
日
本
の
歴
史
学
界
…
近
藤
成
一

鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
惟
宗
忠
久
―
朝
河
貫
一
研
究
と
の
関
連
で
…

海
老
澤
衷

第
３
部
　
朝
河
貫
一
の
活
動
と
イ
ェ
ー
ル
大
学

朝
河
貫
一
と
イ
ェ
ー
ル
大
学
日
本
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
構
築
・
目

録
作
成
、
整
理
の
葛
藤
…
中
村
治
子

朝
河
貫
一
の
生
涯
―
家
族
・
知
人
・
教
え
子
…
山
内
晴
子

付
録１

　
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
朝
河
関
連
資
料
お
よ
び
参
考
文
献
…
中

村
治
子
作
成

２
　
朝
河
貫
一
と
オ
ッ
ト
ー
・
ヒ
ン
ツ
ェ
の
往
復
書
簡
…
甚
野
尚

志
作
成

３
　「
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
基
礎
的
研
究
　
補
遺
―
朝
河
研
究

の
課
題
と
し
て
…
佐
藤
雄
基
作
成

英
文
要
旨Sum

m
ary

書
　
評

海
老
澤
衷
・
近
藤
成
一
・
甚
野
尚
志 

編

『
朝
河
貫
一
と
日
欧
中
世
史
研
究
』

（
古
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）

小
澤
　
　
実
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

　
現
代
に
お
け
る
朝
河
研
究
の
意
義
を
述
べ
た
「
ま
え
が
き
」
の
の

ち
に
、
内
容
別
に
七
本
の
論
文
を
三
部
に
分
割
し
て
配
置
し
、
最
後

に
付
録
を
付
す
。
論
集
名
に
あ
る
「
日
欧
中
世
史
研
究
」
に
関
わ
る

の
は
第
１
部
と
第
２
部
で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
、
朝
河
の
国
際
的
視
野

に
立
っ
た
比
較
研
究
を
詳
細
に
論
じ
た
甚
野
論
文
と
佐
藤
論
文
、
日

本
史
上
の
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
似
鳥
論
文
、
近
藤
論
文
、
海
老

澤
論
文
に
細
区
分
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
洋
中
世
史
を
専
門

と
す
る
評
者
の
も
つ
一
定
程
度
の
理
解
力
は
と
り
わ
け
朝
河
の
比
較

史
ア
プ
ロ
ー
チ
の
史
学
史
上
の
位
置
付
け
に
限
定
さ
れ
、
な
お
か
つ

紙
幅
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
以
下
、
本
来
の
章
立
て
か
ら
離
れ
、

（
一
）
第
３
部
（
中
村
、
山
内
）、（
二
）
日
本
史
ト
ピ
ッ
ク
（
似
鳥
、

近
藤
、
海
老
澤
）、（
三
）
比
較
史
（
甚
野
、
佐
藤
）
の
順
に
検
討
し

た
い
。

（
一
）
第
３
部
（
中
村
、
山
内
）

　
中
村
論
文
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

初
代
部
長
と
し
て
の
朝
河
の
役
割
を
、
中
村
自
身
が
発
見
し
た
朝
河

の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
と
報
告
書
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
詳
細
に
検
討
す

る
。
本
論
考
は
、
朝
河
の
活
動
を
中
心
に
据
え
て
は
い
る
も
の
の
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蔵
書
構
築
と
図
書

分
類
法
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
史
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
図
柄
を
描
き

出
し
て
い
る
。そ
の
中
で
と
り
わ
け
興
味
を
惹
か
れ
る
の
は
、イ
ェ
ー

ル
大
学
図
書
館
の
蔵
書
構
築
と
分
類
方
法
に
対
す
る
朝
河
自
身
の
考

え
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
図
書
館
を
席
巻
し
つ
つ
あ
っ
た
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
イ
ェ
ン
チ
ン
図
書
分
類
法
と
対
立
し
た
時
に
、
朝
河
が
大
学

図
書
館
長
と
大
学
管
理
職
宛
に
日
本
語
書
籍
の
目
録
に
関
し
て
提
出

し
た
意
見
書（
一
九
四
八
年
四
月
一
六
日
付
）で
あ
る
。朝
河
は
、ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
イ
ェ
ン
チ
ン
図
書
館
の
図
書
分
類
法
と
い
う
、
一
見
ソ

フ
ト
な
文
化
政
策
を
通
じ
た
分
類
法
に
皇
帝
統
治
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
中
国
の
覇
権
主
義
を
嗅
ぎ
取
り
、
そ
の
政
治
性
を
含
め
て
批
判
し

て
い
る
と
い
う
。

　
山
内
論
文
は
、
回
覧
を
前
提
に
執
筆
さ
れ
た
朝
河
の
個
人
宛
公
開

書
簡
（open letter

）
な
ど
を
史
料
と
し
、
国
際
政
治
学
者
と
し
て

の
朝
河
の
側
面
を
浮
上
さ
せ
た
う
え
で
、
そ
う
し
た
国
際
政
治
学
者

と
し
て
の
朝
河
を
涵
養
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
成
す
る
。

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
同
時
代
の
国
際
政
治
を
論
評
す

る
歴
史
家
は
珍
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
従
来
、
そ
う
し
た
論
評
に

対
す
る
研
究
は
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
朝
河
の

『
日
本
の
禍
機
』
や
戦
後
日
本
の
体
制
へ
の
提
言
な
ど
、
研
究
者
間

で
は
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
歴
史
家
と
し
て
の
朝
河
と
は
切
り
離
さ

れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
本
論
考
の
人
的（
書
簡
）ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
う
し
た
バ
ラ
バ
ラ
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
歴
史
家
、

国
際
政
治
学
者
さ
ら
に
い
え
ば
政
策
提
言
者
と
し
て
の
朝
河
を
結
び

つ
け
う
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
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海
老
澤
衷
・
近
藤
成
一
・
甚
野
尚
志 

編
『
朝
河
貫
一
と
日
欧
中
世
史
研
究
』（
小
澤
）

　
い
ず
れ
も
論
集
タ
イ
ト
ル
の
「
日
欧
中
世
史
研
究
」
と
は
直
接
繋

が
っ
て
は
い
な
い
が
、書
き
込
み
・
蔵
書
研
究
と
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

は
、
文
学
史
学
研
究
で
は
成
果
の
見
込
め
る
常
套
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
な
が
ら
、
従
来
の
朝
河
研
究
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
お
こ
な
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
手
法
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
国
際
人
と
し
て
の

朝
河
と
そ
の
朝
河
の
活
動
を
通
じ
た
世
界
の
縮
図
を
看
守
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
の
朝
河
研
究
の
基
礎
た
り
う
る
論
考
で
あ
る
。

（
二
）
日
本
史
ト
ピ
ッ
ク
（
似
鳥
、
近
藤
、
海
老
澤
）

　
似
鳥
論
文
は
、
朝
河
の
死
後
刊
行
さ
れ
た
『
荘
園
研
究
（Land 

and Society in M
edieval Japan

）』（
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
六
五
年
）
に
お
い
て
中
心
的
検
討
対
象
と
さ
れ
る
「
越
前
牛
原

荘
（U

shi-ga-hara Sho, Yechizen

）」
に
関
連
す
る
研
究
と
史

料
を
再
検
討
し
、
当
該
荘
園
に
関
す
る
研
究
現
状
を
ま
と
め
た
う
え

で
、
朝
河
の
研
究
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
と
す
る
。
結
論
と
し
て
似
鳥

は
、朝
河
が
指
摘
し
た
、当
該
荘
園
の
検
討
に
よ
っ
て
「
領
主
に
と
っ

て
は
高
収
益
で
は
あ
る
が
多
く
の
面
積
は
確
保
で
き
な
い
」
と
す
る

見
解
に
妥
当
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
中
宮
賢
子
の
菩

提
寺
で
あ
る
円
光
院
運
営
費
を
賄
う
た
め
に
立
荘
さ
れ
た
牛
原
荘
の

荘
園
と
し
て
の
確
立
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
賢

子
の
異
母
弟
に
し
て
円
光
院
別
当
で
あ
っ
た
三
宝
院
定
海
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
朝
河
の
議
論
を
よ
り
精
緻
化
し
、
現

在
の
日
本
中
世
史
研
究
の
水
準
に
朝
河
の
関
心
を
発
展
さ
せ
た
点
に

お
い
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
論
考
と
言
え
る
。

　
近
藤
論
文
は
、朝
河
の
生
前
に
お
け
る
日
本
歴
史
学
会
と
の
関
係
、

と
り
わ
け
黒
板
勝
美
が
一
九
一
五
年
に
『
史
学
雑
誌
』
で
紹
介
し
た

論
考
「
朝
河
氏
の
『
日
本
荘
園
の
起
源
』
を
読
む
」（『
史
学
雑
誌
』

二
六-

三
）
と
、
同
年
刊
行
さ
れ
た
、
そ
の
評
に
対
す
る
朝
河
の
反

論
「
日
本
封
建
土
地
制
度
起
源
の
拙
稿
に
つ
き
て
」（『
史
学
雑
誌
』

二
六-

六
）
と
を
検
討
し
、
朝
河
が
黒
板
の
理
解
の
ど
の
部
分
に
不

満
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
か
を

検
討
す
る
。
要
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
朝
河
の
不
満
は
、
自
説
が
「
日

本
に
お
け
る
荘
園
の
起
源
と
封
建
制
の
起
源
を
は
っ
き
り
区
別
し
て

論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
を
黒
板
が
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
」

（
一
二
四
頁
）
こ
と
に
あ
る
。
些
細
な
点
に
見
え
る
よ
う
に
思
え
る

が
、
近
藤
の
指
摘
に
し
た
が
え
ば
、「
一
九
一
〇
年
代
の
日
本
の
歴

史
学
界
は
、
少
な
く
と
も
黒
板
が
荘
園
の
起
源
と
封
建
制
の
起
源
と

を
区
別
を
理
解
し
て
な
い
よ
う
な
段
階
」（
一
二
四
頁
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
中
世
と
い
う
時
代
を
ど
の
よ
う
な
構
成
要
素
で
も
っ
て
捉
え

る
か
と
い
う
論
点
に
関
わ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
朝
河
の
学
説
の
理
解

を
証
言
す
る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
日
本
に
お
け
る
中
世
観
を
検
討

す
る
に
際
し
て
重
要
な
論
点
た
り
う
る
。

　
海
老
澤
論
文
は
、
朝
河
最
晩
年
の
仕
事
で
あ
る
雄
編
「
島
津

忠
久
の
生
ひ
立
ち
　
低
等
批
評
の
一
例
」（『
史
苑
』
一
二ｰ

四
、
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

一
九
三
九
）
を
と
り
あ
げ
、
入
来
文
書
を
含
め
た
鎌
倉
期
南
九
州
研

究
が
朝
河
の
研
究
活
動
に
と
っ
て
持
ち
得
た
意
味
を
、
日
本
中
世
史

の
学
説
史
の
中
か
ら
描
き
出
す
試
み
で
あ
る
。
海
老
澤
は
、
朝
河
が

用
い
た
史
料
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
朝
河
以
来
蓄
積
さ
れ
て
き

た
惟
宗
忠
久
（
の
ち
の
島
津
忠
久
）
に
関
す
る
研
究
を
整
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
朝
河
の
問
題
関
心
に
対
す
る
現
在
の
回
答
を
提
示
す
る

と
共
に
、
朝
河
自
身
の
問
題
意
識
に
も
踏
み
込
ん
だ
。
朝
河
の
当
該

論
文
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
惟
宗
忠
久
の
出
自
に
関
す
る
伝
承

が
幾
重
に
も
重
な
り
史
料
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
点
に
朝
河
が
注

目
し
、「
伝
承
が
ど
の
よ
う
な
事
実
の
上
に
構
築
さ
れ
、
長
い
時
代

の
中
で
ど
の
よ
う
に
有
効
性
を
保
ち
、
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
く
か
」

（
一
六
六
頁
）
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
点
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、

朝
河
の
方
法
論
を
再
構
築
す
る
意
味
で
も
興
味
深
い
。

　
日
本
中
世
史
家
で
あ
る
似
鳥
、
近
藤
、
海
老
澤
は
い
ず
れ
も
、
朝

河
の
執
筆
し
た
「
小
さ
な
」
成
果
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
に

あ
っ
た
朝
河
の
比
較
史
・
世
界
史
的
な
方
法
論
を
引
き
出
し
て
い
る

点
で
共
通
す
る
。
先
達
の
成
果
の
継
承
か
つ
展
開
と
い
う
学
問
の
基

本
作
法
を
通
じ
て
朝
河
の
問
題
系
を
お
し
す
す
め
た
の
が
こ
こ
で
と

り
あ
げ
た
三
本
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
三
）
比
較
史
（
甚
野
、
佐
藤
）

　
甚
野
論
文
は
、
朝
河
に
よ
る
未
刊
行
の
日
欧
比
較
封
建
制
論
に
関

す
る
草
稿
群
の
分
析
を
通
じ
て
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
日
欧
比

較
の
議
論
を
再
構
成
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
中
世
史
家
と
し

て
『
入
来
文
書
』
と
『
荘
園
研
究
』
を
残
し
た
朝
河
は
、
日
欧
を
対

象
と
し
た
比
較
封
建
制
論
の
著
作
を
構
想
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
実

現
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
に
残
さ

れ
た
記
録
を
参
観
す
る
限
り
、
そ
の
構
想
の
大
枠
は
把
握
し
う
る
。

甚
野
は
、
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
『
比
較
史
の
方
法
』
と
オ
ッ
ト
ー
・

ヒ
ン
ツ
ェ
の
『
封
建
制
の
本
質
と
拡
大
』
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

朝
河
の
独
自
性
を
抽
出
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
朝
河
の

封
建
制
論
は
、「
直
接
に
影
響
関
係
の
な
い
日
欧
の
中
世
に
生
じ
た

類
似
の
支
配
の
あ
り
方
を
ど
う
比
較
す
る
か
と
い
う
問
い
か
ら
発

し
、
歴
史
的
実
体
の
比
較
を
超
え
て
、
社
会
的
諸
要
因
の
結
合
と
い

う
視
点
か
ら
封
建
制
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
」（
二
五
頁
）
で

あ
っ
た
、
と
す
る
。
本
稿
で
分
析
し
た
草
稿
群
は
、
朝
河
が
の
こ
し

た
比
較
封
建
制
論
の
草
稿
の
一
部
で
あ
り
、「
全
体
の
分
量
を
合
わ

せ
る
と
優
に
一
冊
の
書
物
ほ
ど
は
あ
る
」（
三
一
頁
）
内
容
を
持
つ
。

さ
ら
な
る
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

　
佐
藤
論
文
は
、『
入
来
文
書
』
と
そ
の
関
連
書
籍
に
な
る
は
ず
で

あ
り
、
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
に
そ
の
草
案
が
残
さ
れ
て
い
る
『
南
九
州

の
封
建
体
制
』
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
を
、
そ
れ
が
執
筆
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
、
そ
れ
を
分
析
す
る
手
法
が
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
れ
が
対

象
と
し
た
日
本
と
い
う
三
点
の
視
角
か
ら
分
析
を
行
う
。
と
り
わ
け
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佐
藤
が
注
目
す
る
の
は
、
中
世
社
会
に
お
け
る
主
従
の
「
力
関
係
の

な
か
で
主
人
が
従
者
に
正
義
の
義
務
を
負
う
側
面
を
認
め
つ
つ
、
契

約
観
念
の
弱
さ
」（
九
三
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
点
に
到
達

す
る
た
め
に
朝
河
は
、
直
接
的
に
教
え
を
乞
い
参
照
し
た
ア
メ
リ
カ

の
中
世
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
史
研
究
や
ド
イ
ツ

の
公
法
史
研
究
を
吸
収
し
つ
つ
、
中
田
薫
ら
の
日
本
対
象
と
し
た
封

建
社
会
の
研
究
に
も
親
炙
す
る
。
こ
う
し
た
微
細
な
テ
キ
ス
ト
の
受

容
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
朝
河
の
関
心
が
、
特
定
地
域
の
地
域
研
究

を
通
じ
て
よ
り
高
次
の
日
本
社
会
全
体
の
封
建
体
制
の
特
徴
を
抽
出

し
よ
う
と
す
る
演
繹
的
態
度
か
ら
、
天
皇
の
よ
う
な
公
法
的
存
在
を

基
準
単
位
と
し
国
家
間
比
較
を
構
想
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
す
る

指
摘
は
興
味
深
い
。
他
方
で
、
従
来
さ
ほ
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
朝
河
の
封
建
論
の
日
本
に
お
け
る
受
容
を
、
牧
健
二
を
事
例
と
し

て
論
じ
た
点
も
、
朝
河
の
受
容
論
と
い
う
点
か
ら
今
後
深
め
て
ゆ
く

に
値
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。

　
狭
義
の
史
学
史
研
究
と
し
て
朝
河
の
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
成
立
コ
ン

テ
キ
ス
ト
に
深
く
立
ち
入
っ
て
い
る
の
は
、
本
論
集
に
お
い
て
は
こ

の
甚
野
論
文
と
佐
藤
論
文
の
二
本
で
あ
る
。
甚
野
が
、
朝
河
の
残

し
た
草
稿
か
ら
朝
河
の
比
較
史
の
作
法
を
再
現
し
て
い
る
の
に
対

し
、
佐
藤
は
、
史
学
思
想
の
受
容
連
鎖
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
地
方
史

か
ら
国
家
史
と
い
う
朝
河
の
関
心
の
遷
移
の
な
か
に
主
著
『
入
来
文

書
』
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
西
洋
史
家
で
あ
る
甚
野
と
日
本
史
家
で

あ
る
佐
藤
の
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
背
景
知
識
は
異
な
っ
て
お
り
、
あ

え
て
強
調
す
る
な
ら
ば
、
甚
野
が
朝
河
の
思
想
に
見
え
る
「
比
較

（com
parison

）」
に
目
を
向
け
て
い
る
の
に
対
し
、
佐
藤
は
「
接

続
（connection

）」
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
要
素
も

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
手
法
の
底
流
に
あ
る
考
え
方
で
あ

り
、
そ
れ
は
図
ら
ず
も
朝
河
の
史
学
思
想
が
、
昨
今
進
め
ら
れ
て
い

る
か
た
ち
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
潮
流
と
適
合
し
う

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
以
上
、
評
者
の
関
心
に
従
っ
た
収
録
論
考
の
紹
介
を
行
っ
た
。
寄

稿
論
文
の
い
ず
れ
も
が
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
朝
河
の
学
的
側

面
を
掘
り
起
こ
し
て
お
り
、
本
論
集
が
今
後
の
朝
河
研
究
に
と
っ
て

不
可
欠
の
貢
献
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
と
り
わ
け

上
記
（
一
）
と
（
三
）
の
論
考
群
は
、
い
ず
れ
も
続
編
を
予
想
さ
せ

る
内
容
で
あ
り
、
世
界
史
上
に
名
を
残
す
歴
史
家
と
し
て
の
朝
河
貫

一
像
へ
と
ま
た
一
歩
近
づ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
二
点
付
言
し

て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
朝
河
の
遺
産
と
し
て
の
比
較
封
建
制
論
に
つ
い
て
。
封

建
制
と
い
う
の
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
手
垢
に
ま
み
れ
た
言
葉
で
、
そ

こ
に
一
義
的
な
定
義
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
含
意
さ
れ
る
要
素

の
み
な
ら
ずfeudalism

と
い
う
そ
の
言
葉
自
体
が
構
築
主
義
的

に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
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や
ス
ー
ザ
ン
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
十
分
に
論
じ
て
お
り
、
現
在
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
学
は
、
一
応
そ
う
し
た
構
築
主
義
の
指
摘
を
容
れ
た
う
え

で
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
要
素

と
し
て
の
封
建
制
を
再
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
お
い
て

ク
リ
ス
・
ウ
ィ
ッ
カ
ム
は
、
初
期
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島
を
舞
台

と
し
た
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
地
域
間
比
較
を
試
み
て
い
る
（Chris 

W
ickham

, Fram
ing the E

arly M
iddle A

ges , O
xford: 

O
xford U

P, 2005

）。

　
あ
る
意
味
、
朝
河
の
試
み
は
、
こ
の
よ
う
な
構
築
主
義
と
そ
れ
に

伴
う
比
較
作
業
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
。先
駆
け
で
あ
る
と
同
時
に
、

よ
り
世
界
史
的
な
射
程
を
と
も
な
う
試
み
で
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
良

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
朝
河
は
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て

比
較
実
践
を
行
っ
た
際
、
日
本
は
唐
の
律
令
体
制
の
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン

グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
影
響
下
に
あ
る
点
を
指
摘
し

て
い
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ

ク
の
比
較
作
法
に
よ
れ
ば
、
日
欧
で
は
所
与
の
諸
条
件
が
異
な
る
た

め
適
切
な
比
較
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
朝
河
の
作
法
に
よ
れ

ば
、
よ
り
高
次
の
社
会
シ
ス
テ
ム
（
そ
れ
も
明
文
法
的
・
文
書
主
義

的
）
の
影
響
圏
の
な
か
で
辺
境
に
位
置
す
る
地
域
の
比
較
に
は
意
味

が
あ
り
得
る
。
朝
河
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
説
明
を
日
欧
の
封
建
制

発
展
の
た
め
に
持
ち
出
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
に
展
開
し
た
古
代
文
明
を
継
承
し
た
辺
境

に
お
け
る
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
封
建
制
と
い
う
見
通
し
は
、
現

在
で
も
な
お
十
分
に
検
討
に
値
す
る
課
題
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
朝
河
の
史
学
方
法
論
形
成
に
つ
い
て
。
一
九
三
九
年
の

『
史
苑
』
所
収
の
「
島
津
忠
久
の
生
ひ
立
ち
　
低
等
批
評
の
一
例
」
は
、

単
な
る
個
別
研
究
で
は
な
い
。
論
文
冒
頭
で
「
低
等
批
評
・
高
等
批

評
」
と
い
う
文
献
学
と
り
わ
け
聖
書
文
献
学
の
手
法
を
朝
河
な
り
の

経
験
に
基
づ
き
一
般
史
学
に
適
用
す
る
や
り
か
た
を
宣
言
し
て
い

る
。「
低
等
批
評
」
と
は
「（
一
）
史
的
材
料
の
文
字
の
語
る
所
を
吟

味
し
て
、（
二
）
そ
の
示
し
得
る
史
的
事
実
を
追
及
及
び
組
織
の
対

象
と
す
る
」
批
判
で
あ
り
、「
高
等
批
評
」
と
は
「（
一
）
か
か
る
材

料
と
其
文
言
と
の
出
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
背
後
の
事
情
及
び
観
念

を
捉
へ
て
、（
二
）
其
處
に
無
言
の
う
ち
に
存
在
し
得
る
法
制
、
社

会
、
経
済
、
文
化
等
の
地
盤
を
追
求
し
、（
三
）
此
地
盤
の
上
に
如

何
に
し
て
現
在
の
材
料
の
示
す
ご
と
き
現
象
を
生
じ
得
た
か
、
且
つ

如
何
に
こ
の
現
象
の
発
言
が
か
の
地
盤
に
は
ど
う
し
得
た
か
を
考
察

す
る
」
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
現
在
の
我
々
か
ら
す
れ
ば
特

別
な
新
鮮
味
の
な
い
、
歴
史
学
と
し
て
は
根
本
的
で
あ
る
こ
の
手
法

は
、一
九
三
九
年
と
い
う
時
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
学
に
お
い
て
、
法
制
史
料
の
み
な
ら
ず
、
多
様
で
あ

り
得
る
「
史
的
材
料
の
文
字
の
語
る
所
を
吟
味
し
」
て
、社
会
（
経
済
）

史
や
文
化
史
が
試
み
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
本
論
考

に
お
い
て
朝
河
が
対
象
と
し
て
い
る
の
も
、
島
津
忠
久
の
生
ま
れ
に
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関
す
る
伝
説
を
記
録
し
た
幅
の
あ
る
諸
叙
述
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、「
史
料
に
問
い
か
け
る
」
と
い
う
ブ
ロ
ッ

ク
の
実
践
を
試
み
て
い
る
と
言
え
る
。

　
以
上
の
史
料
に
対
す
る
態
度
を
勘
案
す
る
に
、
第
一
点
と
合
わ
せ

て
、
朝
河
は
、
個
別
論
点
を
単
に
掘
り
進
め
る
歴
史
家
で
は
な
く
、

史
料
に
対
す
る
「
低
級
批
評
」
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
事
実

に
対
す
る
「
高
等
批
評
」
と
い
う
双
方
の
点
に
お
い
て
世
界
史
的
な

観
点
に
立
ち
、
普
遍
的
方
法
論
を
模
索
す
る
一
般
史
家
で
も
あ
っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
一
般
史
家
と
は
、
世
界
の
歴
史

が
段
階
的
に
同
じ
歩
み
を
持
つ
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
発
展
段
階
論
風

の
一
般
理
論
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
の
特
異
点
を
認
め
な
が
ら
、
そ

の
特
異
点
を
集
積
す
る
こ
と
で
時
代
地
域
の
特
性
を
明
ら
か
と
す
る

態
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
家
単

位
や
地
域
単
位
の
個
別
研
究
を
好
む
欧
州
で
は
な
く
、
日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
い
う
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
端
の
歴
史
に
、
愛
国
・
愛
郷
主

義
的
傾
向
に
距
離
を
持
っ
て
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
の
で
き
る
ア
メ
リ

カ
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
が
多
少
な
り
と
も
関
係
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
私
の
知
る
限
り
、
現
状
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
史
学
史
の
研
究
は
さ

ほ
ど
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

日
欧
の
歴
史
学
の
な
か
に
朝
河
を
位
置
付
け
る
研
究
が
主
流
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
中
村
論
文
や
山
内
論

文
が
腑
分
け
す
る
よ
う
に
、
朝
河
は
、
制
度
的
に
も
、
思
想
的
に
も
、

人
脈
的
に
も
、
ア
メ
リ
カ
に
立
ち
位
置
を
置
く
知
識
人
で
あ
る
。
今

後
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
封
建
制
、
比
較
史
、
客
観
主
義
と
い
っ

た
朝
河
の
立
場
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
の
潮
流

や
、
そ
の
他
者
と
し
て
日
欧
の
歴
史
を
見
る
ア
メ
リ
カ
の
外
国
史
研

究
の
蓄
積
の
中
に
、
朝
河
を
位
置
付
け
る
試
み
が
あ
っ
て
も
良
い
の

か
も
し
れ
な
い
（
佐
藤
論
文
に
そ
の
初
発
的
な
試
み
は
見
ら
れ
る
）。

む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
は
忘
れ
ら
れ
た
中
世
史
家
と
な
っ
て
い

る
朝
河
の
研
究
は
日
本
語
で
こ
そ
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
鑑

み
、
研
究
成
果
の
世
界
市
場
へ
の
還
元
と
い
う
意
味
で
、
レ
ジ
ュ
メ

で
は
な
く
英
語
で
の
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

※
訂
正

本
書
評
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　〈
二
七
八
頁
・
タ
イ
ト
ル
〉

　
　
　（
誤
）「
古
川
弘
文
館
」　（
正
）「
吉
川
弘
文
館
」

　
以
上
の
誤
り
を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学
史
学
会
史
苑
編
集
委
員
会


